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無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
規
則
第
十
二
号

　
　
　
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第 

一
条　

こ
の
規
則
は
、
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
令
和
元
年

大
分
県
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

　

（
用
語
）

第
二
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

　

（
運
営
規
程
に
定
め
る
事
項
）

第
三
条　

条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
重
要
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

　

一　

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針

　

二　

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容

　

三　

入
居
定
員

　

四　

入
居
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額

　

五　

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

　

六　

非
常
災
害
対
策

　

七　

苦
情
処
理
に
関
す
る
事
項

　

八　

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

　

（
整
備
等
を
行
う
べ
き
記
録
）

第
四
条　

条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
記
録
と
す
る
。

　

一　

提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録

　

二　

条
例
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録

　

三 　

条
例
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て

の
記
録

　

（
設
備
）

第 
五
条　

条
例
第
十
三
条
第
七
項
の
規
則
で
定
め
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

炊
事
設
備　

火
気
を
使
用
す
る
部
分
は
、
不
燃
材
料
を
用
い
る
こ
と
。

　

二　

洗
面
所　

入
居
定
員
に
適
し
た
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

　

三　

便
所　

入
居
定
員
に
適
し
た
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

　

四　

浴
室　

　
　

イ　

入
居
定
員
に
適
し
た
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

一
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日

二

大
分
県
報
（
規
則
）

を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
費
用
等
）

第 

七
条　

条
例
第
十
七
条
の
利
用
料
の
受
領
に
係
る
同
条
の
規
則
で
定
め
る
費
用
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用

（
第
七
号
に
つ
い
て
は
、
無
料
低
額
宿
泊
所
が
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
と
す

る
。

　

一　

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用

　

二　

居
室
使
用
料

　

三　

共
益
費

　

四　

光
熱
水
費　

　

五　

日
用
品
費　

　

六　

基
本
サ
ー
ビ
ス
費

　

七　

入
居
者
が
選
定
す
る
日
常
生
活
上
の
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
要
す
る
費
用

２ 　

前
項
の
利
用
料
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り

と
す
る
。

　

一 　

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用　

食
材
費
及
び
調
理
等
に
関
す
る
費
用
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
こ

と
。

　

二　

居
室
使
用
料　

イ
及
び
ロ
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　
　

イ 　

無
料
低
額
宿
泊
所
の
整
備
に
要
し
た
費
用
、
修
繕
費
、
管
理
事
務
費
、
地
代
に
相
当
す
る
額
等
を

基
礎
と
し
て
合
理
的
に
算
定
さ
れ
た
金
額
と
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

イ
の
金
額
以
外
に
、
敷
金
、
権
利
金
、
謝
金
等
の
金
品
を
受
領
し
な
い
こ
と
。

　

三 　

共
益
費　

共
用
部
分
の
清
掃
、
備
品
の
整
備
等
の
共
用
部
分
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す

る
金
額
と
す
る
こ
と
。

　

四　

光
熱
水
費　

居
室
及
び
共
用
部
分
に
係
る
光
熱
水
費
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
こ
と
。

　

五　

日
用
品
費　

入
居
者
本
人
が
使
用
す
る
日
用
品
の
購
入
費
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
こ
と
。

　

六 　

基
本
サ
ー
ビ
ス
費　

入
居
者
の
状
況
把
握
等
の
業
務
に
係
る
人
件
費
、
事
務
費
等
に
相
当
す
る
金
額

と
す
る
こ
と
。

　

七 　

入
居
者
が
選
定
す
る
日
常
生
活
上
の
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
要
す
る
費
用　

イ
及
び
ロ

に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　
　

イ 　

人
件
費
、
事
務
費
等
（
前
号
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
相
当
す
る
金
額
と

す
る
こ
と
。

　
　

ロ 　

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
と
し
て
受
領
す
る
委
託
費
を
除
く
こ
と
。

　

（
委
任
）

　
　

ロ　

浴
槽
を
設
け
る
こ
と
。

　

五　

洗
濯
室
又
は
洗
濯
場　

入
居
定
員
に
適
し
た
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

　

（
文
書
の
交
付
に
代
わ
る
重
要
事
項
の
明
示
方
法
等
）

第 
六
条　

条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
入
居
申
込
者
か
ら
の
申
出
に
基
づ
き
、
電
子

情
報
処
理
組
織
（
無
料
低
額
宿
泊
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
、
入
居
申
込
者
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電

磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
方
法
と
す
る
。

　

一　

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

　
　

イ 　

無
料
低
額
宿
泊
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
入
居
申
込
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を

接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

　
　

ロ 　

無
料
低
額
宿
泊
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
条
例
第

十
五
条
第
一
項
の
重
要
事
項
並
び
に
同
条
第
二
項
の
契
約
期
間
及
び
解
約
に
関
す
る
事
項
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
重
要
事
項
等
」
と
い
う
。
）
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
入
居
申
込
者
の
閲
覧
に

供
し
、
当
該
入
居
申
込
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
重
要
事
項

等
を
記
録
す
る
方
法
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又
は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
無
料
低
額
宿
泊
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
）

　

二 　

磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確

実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
重
要
事
項
等
を
記
録
し
た
も

の
を
交
付
す
る
方
法

２ 　

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
入
居
申
込
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
文
書
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３ 　

無
料
低
額
宿
泊
所
は
、
重
要
事
項
等
を
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
居
申
込
者
に
対
し
、
そ
の
用
い
る
次
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を

示
し
、
文
書
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
無
料
低
額
宿
泊
所
が
使
用
す
る
も
の

　

二　

フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

４ 　

前
項
の
承
諾
を
得
た
無
料
低
額
宿
泊
所
は
、
入
居
申
込
者
か
ら
文
書
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
り
電
磁
的

方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
入
居
申
込
者
に
対
し
、
重
要
事
項
等

の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
入
居
申
込
者
が
再
び
同
項
の
承
諾



令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
報
（
規
則
・
教
育
委
規
則
・
病
院
局
管
理
規
程
）

　

第
四
条
第
一
項
中
「
総
合
体
育
館
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
申
請
書
」
を
「
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
場
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
許
可
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
総
合

体
育
館
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
書
」
を
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
許
可
書
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
中
「
総
合
体
育
館
の
柔
道
場
、
剣
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
オ
ー
ル
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ
オ
ー
ル
又
は
」
及
び
「
、
卓
球
を
行
う
た
め
に
大
体
育
室
、
小
体
育
室
又
は
剣
道
場
を
個

人
で
利
用
す
る
場
合
及
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
行
う
た
め
に
大
体
育
室
又
は
小
体
育
室
を
個
人
で
利
用
す
る
場

合
」
を
削
る
。

　

第
六
条
第
一
項
中
「
総
合
体
育
館
の
」
を
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
の
」
に
、
「
総
合
体
育
館
に
あ
つ
て
は
大

分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
書
」
を
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用

許
可
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」
を
削
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
総
合
体
育
館
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
変
更
承
認
申
請
書
」
を

「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
許
可
変
更
承
認
申
請
書
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
総
合
体
育
館
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
変
更
承
認
書
」
を
「
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
場
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
許
可
変
更
承
認
書
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
中
「
総
合
体
育
館
に
あ
つ
て
は
大
分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
中
止
届
」
を
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
に

あ
つ
て
は
大
分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
中
止
届
」
に
改
め
る
。

　

第
二
号
様
式
中
「大

分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
申
請
書

」
を
「大

分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
許

可
申
請
書

」
に
、
「大

分
県
立
総
合
体
育
館
の

」
を
「大

分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
の

」
に
改
め
る
。

　

第
五
号
様
式
中
「大

分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
書

」
を
「大

分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
許
可

書

」
に
、
「大

分
県
立
総
合
体
育
館
の

」
を
「大

分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
の

」
に
改
め
る
。

　

第
八
号
様
式
中
「大

分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
変
更
承
認
申
請
書

」
を
「大

分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

場
利
用
許
可
変
更
承
認
申
請
書

」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
号
様
式
中
「大

分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
許
可
変
更
承
認
書

」
を
「大

分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場

利
用
許
可
変
更
承
認
書

」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
号
様
式
中
「大

分
県
立
総
合
体
育
館
利
用
中
止
届

」
を
「大

分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
利
用
中
止

届

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
病
院
局
管
理
規
程

第
八
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
教
育
委
員
会
規
則

　

大
分
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

　
　
　
大
分
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
二
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

普　

通　

科

園
芸
ビ
ジ
ネ

ス
科

環
境
土
木
科

電
子
工
業
科

　

別
表
の
大
分
県
立
国
東
高
等
学
校
の
項
中

「

普　

通　

科

園
芸
ビ
ジ
ネ

ス
科

電
子
工
業
科

」
を

「

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

　
　
　
大
分
県
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
の
表
の
大
分
県
立
総
合
体
育
館
（
以
下
「
総
合
体
育
館
」
と
い
う
。
）
の
項
中
「
大
分
県

立
総
合
体
育
館
（
以
下
「
総
合
体
育
館
」
と
い
う
。
）
」
を
「
大
分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
（
以
下
「
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
場
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
二
項
中
「
総
合
体
育
館
」
を
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
」
に
改
め
る
。

三



令
和
二
年
三
月
十
日

四

大
分
県
報
（
病
院
局
管
理
規
程
・
告
示
）

中
央
薬
局

有
限
会
社
大
信
興

産

別
府
市
中
央
町
八
―
一
九

平
三
一
・　

二
・
二
八

児
玉
耳
鼻
咽
喉
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
児
玉
耳

鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

別
府
市
北
浜
二
丁
目
五
番
一
四
号

平
三
一
・　

三
・
三
一

岩
見
歯
科
医
院

岩　

見　
　
　

洋

別
府
市
光
町
八
の
一
五

〃

山
上
医
院

山　

上　

靖　

史

中
津
市
大
字
大
貞
三
六
六
の
四
二

〃

竹
田
市
立
こ
ど
も
診

療
所

竹　

田　

市　

長

竹
田
市
大
字
飛
田
川
一
六
九
〇
番
地
二

〃

ふ
く
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
健
福
会

国
東
市
国
東
町
田
深
一
六
六
〇
番
地

〃

心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
済

生
堂

田　

口　

康　

仁

中
津
市
豊
田
町
二
番
地
二
〇

平
三
一
・　

四
・
二
〇

赤
松
調
剤
薬
局

赤　

松　

正　

子

由
布
市
挾
間
町
挾
間
字
無
田
六
二
〇
―

一

令　

元
・　

五
・
三
一

耳
鼻
咽
喉
科
辛
島
医

院

辛　

島　

惟　

子

中
津
市
殿
町
一
四
二
一
番
地

〃

愛
ア
イ
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
和

中
津
市
蛭
子
町
三
丁
目
九
九
番
地

〃

ま
つ
も
と
歯
科
医
院

松　

本　

英　

治

別
府
市
幸
町
一
四
〇
〇
番
地
の
一
一

令　

元
・　

六
・　

一

木
下
歯
科
医
院

木　

下　

哲　

司

中
津
市
大
字
下
宮
永
七
六
番
地
一
三

令　

元
・　

六
・　

八

松
尾
歯
科
医
院

松　

尾　

勳　

治

中
津
市
上
博
多
町
一
九
六
四
の
四

令　

元
・　

六
・
三
〇

日
本
調
剤
日
田
薬
局

日
本
調
剤
株
式
会

社

日
田
市
大
字
三
和
六
六
三
―
六

〃

有
限
会
社
佐
伯
調
剤

薬
局

有
限
会
社
佐
伯
調

剤
薬
局

佐
伯
市
常
盤
西
町
一
〇
番
一
五
号

〃

ト
キ
ワ
町
調
剤
薬
局

有
限
会
社
佐
伯
調

剤
薬
局

佐
伯
市
常
盤
西
町
一
〇
―
一
九

〃

わ
き
た
歯
科
医
院

脇　

田　

晴　

彦

佐
伯
市
船
頭
町
三
番
一
号

〃

　

大
分
県
病
院
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
二
号

　
　
　
大
分
県
病
院
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

大
分
県
病
院
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

４ 　

第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
が
一
月
に
つ
き
八
回
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る

そ
の
超
え
る
勤
務
に
係
る
第
一
項
の
手
当
の
額
は
、
そ
の
勤
務
一
回
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
　

一　

第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
場
合　

七
千
七
百
円

　
　

二　

第
二
項
第
一
号
ロ
⑴
に
掲
げ
る
場
合　

三
千
七
百
五
十
円

　
　

三　

第
二
項
第
一
号
ロ
⑵
に
掲
げ
る
場
合　

三
千
三
百
円

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
百
三
十
九
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所　
　

在　
　

地

廃
止
年
月
日

医
療
法
人
財
団
親
幸

会
浜
脇
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
財
団
親

幸
会

別
府
市
浜
脇
一
丁
目
二
―
五

平
三
〇
・　

一
・　

一

松
木
医
院

医
療
法
人
松
木
医

院

国
東
市
国
東
町
岩
尾
四
三
〇
番
地

平
三
〇
・
一
二
・
三
一



令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
報
（
告
示
）

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

土 

地 

改 

良 

区 

名

所　
　

在　
　

地

認 

可 

年 

月 

日

昭
和
宮
三
土
地
改
良
区

豊
後
大
野
市

令
二
・　

二
・
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　

間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

一
般
国
道
二

一
三
号

国
東
市
国
見
町
伊
美
字
川
原
二
三
一
八
番

一
地
先
か
ら

国
東
市
国
見
町
伊
美
字
塔
本
二
二
七
二
番

九
地
先
ま
で

前

メ
ー
ト
ル

二
四
・
九

～　

七
・
三

メ
ー
ト
ル

三
三
九
・
〇

国
東
市
国
見
町
伊
美
字
川
原
二
三
一
八
番

一
地
先
か
ら

国
東
市
国
見
町
伊
美
字
塔
本
二
二
七
二
番

九
ま
で

後

二
六
・
〇

～
一
〇
・
一

三
三
九
・
〇

県
道
豊
後
高

田
安
岐
線

豊
後
高
田
市
森
字
馬
草
田
六
八
七
番
一
地

先
か
ら

豊
後
高
田
市
森
字
ヨ
モ
ギ
六
一
三
番
一
八

地
先
ま
で

前

二
五
・
五

～
一
二
・
五

三
三
四
・
〇

豊
後
高
田
市
森
字
馬
草
田
六
八
七
番
一
か

ら豊
後
高
田
市
森
字
ヨ
モ
ギ
六
一
三
番
一
八

ま
で

後

二
七
・
一

～
一
四
・
一

三
三
二
・
〇

国
東
市
安
岐
町
大
添
字
東
一
六
一
四
番
一

地
先
内

前

三
三
・
四

　

～
一
九
・
三

七
・
〇

な
が
ま
つ
内
科
・
小

児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

永　

松　

秀　

康

豊
後
高
田
市
玉
津
一
一
〇
番
地
一

〃

伊
藤
皮
膚
科

伊　

藤　

宏　

士

杵
築
市
南
杵
築
三
―
一

〃

麻
生
医
院

麻　

生　

真　

佐

豊
後
大
野
市
緒
方
町
下
自
在
一
六
八
―

一

令　

元
・　

七
・　

一

歯
科
ア
サ
ノ
医
院

淺　

野　

雄
三
郎

別
府
市
大
字
鶴
見
四
〇
八
三
番
地
の
一

三

令　

元
・　

七
・　

九

進
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

進　
　
　

保　

政

中
津
市
古
魚
町
一
六
七
四

令　

元
・　

八
・
二
八

医
療
法
人
白
圡
歯
科

医
院

医
療
法
人
白
圡
歯

科
医
院

臼
杵
市
大
字
臼
杵
一
〇
九
番
地
の
三

令　

元
・　

八
・
三
一

く
す
り
の
ケ
ン
ミ
ン

玖
珠
セ
ン
タ
ー
薬
局

株
式
会
社
ケ
ン
ミ

ン

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
塚
脇
字
箱
割
一
七

一
―
一

〃

み
え
記
念
病
院

社
会
医
療
法
人
帰

巖
会

豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
九
八
四
―
二

令　

元
・　

九
・
三
〇

三
重
調
剤
薬
局
内
田

店

有
限
会
社
三
重
調

剤
薬
局

豊
後
大
野
市
三
重
町
大
字
内
田
九
九
九

―
一

〃

石
垣
薬
局

河　

野　

正　

子

別
府
市
石
垣
東
四
丁
目
五
番
一
五
号

令　

元
・
一
〇
・
三
一

松
岡
産
婦
人
科
医
院

医
療
法
人
松
岡
産

婦
人
科
医
院

別
府
市
大
字
鶴
見
二
六
四
七
番
地
の
一

令　

元
・
一
〇
・
三
一

宮
﨑
内
科
医
院

宮　

﨑　

幸　

雄

別
府
市
青
山
町
一
〇
―
二
七

令　

元
・
一
一
・
三
〇

と
う
ぼ
小
児
科
医
院

東　

保　

裕
の
介

臼
杵
市
港
町
東
一
四
組

〃

橋
本
産
婦
人
科
医
院

橋　

本　

憲　

明

別
府
市
野
口
中
町
一
八
番
二
六
号

令　

元
・
一
二
・
二
七

う
つ
の
み
や
歯
科

宇
都
宮　

照　

璽

別
府
市
弓
ヶ
浜
町
三
―
三
五

令　

元
・
一
二
・
三
一

つ
ち
や
歯
科
医
院

土　

屋　
　
　

衛

佐
伯
市
長
島
町
二
丁
目
一
八
八
―
三

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
。

五



令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
報
（
告
示
）

六

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道
二
一
三
号

豊
後
高
田
市
羽
根
字
中
塚
三
二
九
四
番
一
か
ら

豊
後
高
田
市
羽
根
字
中
塚
三
一
九
四
番
八
ま
で

令
二
・　

三
・
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
糸
原
杵
築
線

国
東
市
安
岐
町
大
添
字
東
一
六
二
二
番
五
地
内

令
二
・　

三
・
一
〇

県
道
地
蔵
峠
小
田
原
線

豊
後
高
田
市
長
岩
屋
字
地
主
一
五
六
七
番
一
か
ら

豊
後
高
田
市
長
岩
屋
字
地
主
一
五
三
五
番
二
ま
で

令
二
・　

三
・
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
梶
寄
浦
佐
伯
線

佐
伯
市
字
下
小
谷
九
六
三
三
番
三
か
ら

佐
伯
市
字
三
九
郎
谷
九
六
四
八
番
二
ま
で

令
二
・　

三
・
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
六
号

県
道
糸
原
杵

築
線

国
東
市
安
岐
町
大
添
字
東
一
六
二
二
番
五

地
内

後

三
三
・
四

　

～
二
一
・
〇

七
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　

間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

備
考

県
道
梶
寄
浦

佐
伯
線

佐
伯
市
字
下
小
谷
九
六
三
三

番
三
か
ら

佐
伯
市
字
三
九
郎
谷
九
六
四

八
番
二
ま
で

前

Ａ

メ
ー
ト
ル

二
〇
・
〇

　

～　

四
・
〇

メ
ー
ト
ル

一
六
四
・
〇

上
記
Ａ

及
び
Ｂ

は
、
関

係
図
面

に
表
示

す
る
敷

地
の
区

分
を
い

う
。

Ｂ

三
八
・
〇

　

～　

四
・
〇

一
四
〇
・
〇

後

Ａ

二
〇
・
〇

　

～　

四
・
〇

一
六
四
・
〇

Ｂ

六
〇
・
〇

　

～　

四
・
〇

一
四
〇
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日



令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
報
（
告
示
）

一
般
国
道
二
一
七
号

佐
伯
市
大
字
戸
穴
字
今
宮
三
四
一
番
六
ま
で

佐
伯
市
大
字
上
岡
字
太
田
二
〇
一
三
番
二
か
ら

佐
伯
市
大
字
上
岡
字
太
田
二
〇
三
〇
番
二
ま
で

一
般
国
道
三
八
七
号

宇
佐
市
院
内
町
二
日
市
字
平
原
一
〇
九
番
二
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
二
日
市
字
岩
ノ
下
三
七
八
番
三
ま
で

宇
佐
市
院
内
町
櫛
野
字
観
音
ノ
上
一
二
四
三
番
一
地
先
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
二
日
市
字
平
原
一
三
九
番
三
ま
で

宇
佐
市
院
内
町
温
見
字
六
反
田
七
七
七
番
二
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
温
見
字
深
田
七
七
八
番
二
ま
で

宇
佐
市
院
内
町
櫛
野
字
年
神
上
九
九
八
番
五
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
櫛
野
字
年
神
上
九
九
九
番
一
ま
で

宇
佐
市
院
内
町
斎
藤
字
柚
ノ
木
一
四
三
二
番
四
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
斎
藤
字
堀
切
一
一
〇
四
番
三
ま
で

宇
佐
市
院
内
町
下
余
字
飯
塚
六
八
番
一
地
先
か
ら

宇
佐
市
院
内
町
下
余
字
机
八
番
三
ま
で

一
般
国
道
五
〇
〇
号

宇
佐
市
安
心
院
町
六
郎
丸
字
六
郎
四
七
二
番
六
か
ら

宇
佐
市
安
心
院
町
六
郎
丸
字
六
郎
四
七
九
番
一
一
ま
で

県
道
中
津
高
田
線

宇
佐
市
大
字
浜
高
家
字
浜
筋
通
一
六
七
番
七
か
ら

宇
佐
市
大
字
浜
高
家
字
浜
筋
通
二
四
三
番
二
ま
で

宇
佐
市
大
字
浜
高
家
字
東
浜
筋
二
五
四
番
五
か
ら

宇
佐
市
大
字
浜
高
家
字
東
浜
筋
二
五
六
番
三
ま
で

宇
佐
市
大
字
浜
高
家
字
磯
五
二
番
二
か
ら

宇
佐
市
大
字
浜
高
家
字
浜
筋
通
一
六
七
番
五
ま
で

県
道
豊
後
高
田
国
東
線

豊
後
高
田
市
一
畑
字
岩
鼻
一
一
〇
八
番
一
か
ら

豊
後
高
田
市
一
畑
字
上
前
田
七
〇
一
番
一
地
先
ま
で

県
道
山
香
国
見
線

豊
後
高
田
市
一
畑
字
一
里
迫
一
六
六
番
一
二
か
ら

豊
後
高
田
市
一
畑
字
一
里
迫
一
六
六
番
二
六
ま
で

豊
後
高
田
市
小
田
原
字
上
村
四
四
三
番
一
地
先
か
ら

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
野
津
宇
目
線

臼
杵
市
野
津
町
大
字
白
岩
字
戸
屋
平
六
八
二
番
二
か

ら臼
杵
市
野
津
町
大
字
白
岩
字
戸
屋
平
七
三
五
番
二
ま

で

令
二
・　

三
・
一
〇

県
道
大
泊
浜
徳
浦
線

臼
杵
市
大
字
風
成
字
天
神
崎
九
三
〇
番
五
か
ら

臼
杵
市
大
字
風
成
字
天
神
崎
九
三
〇
番
四
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

占
用
を
制
限
す
る
区
域

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

区　

域

一
般
国
道
二
一
三
号

豊
後
高
田
市
羽
根
字
中
塚
三
二
九
四
番
一
か
ら

豊
後
高
田
市
羽
根
字
中
塚
三
一
九
四
番
八
ま
で

豊
後
高
田
市
堅
来
字
日
平
三
三
三
番
五
か
ら

豊
後
高
田
市
堅
来
字
浜
田
四
九
九
八
番
一
一
地
先
ま
で

豊
後
高
田
市
新
地
字
姪
ノ
川
一
〇
九
七
番
一
四
か
ら

豊
後
高
田
市
新
地
字
大
新
地
一
五
五
八
番
六
ま
で

佐
伯
市
大
字
狩
生
字
東
ノ
平
二
九
七
五
番
二
か
ら

七



令
和
二
年
三
月
十
日

八

大
分
県
報
（
告
示
・
公
告
）

よ
う
に
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

指
定
番
号

指　

定　

位　

置

指
定
年
月
日

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

別
第
元
―
四

号

速
見
郡
日
出
町
大
字
川
崎
字
林
九

三
〇
番
五

令
二
・　

二
・
一
八

メ
ー
ト
ル

　

四
・
一
二

～
四
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

四
七
・
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
九
号

　

大
分
県
の
指
定
金
融
機
関
及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
の
取
扱
店
舗
及
び
取
扱
事
務
を
定
め
る
告
示
（
平
成

二
十
年
大
分
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　

第
三
条
の
表
そ
の
一
中

「

株
式
会
社
愛
媛
銀
行　
　

大
分
支
店

を

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央

金
庫

大
分
支
店

」

「

株
式
会
社
愛
媛
銀
行

大
分
支
店

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
公
　
　
　
　
　
告

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発
区
域
の

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
検
査
済
証
を
交
付
し
た
。

　
　

令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

　

 　

中
津
市
大
字
大
新
田
字
拾
壱
番
通
四
百
八
十
四
番
二
、
四
百
八
十
四
番
六
、
四
百
八
十
四
番
七
及
び
四

県
道
豊
後
高
田
安
岐
線

豊
後
高
田
市
小
田
原
字
大
仙
三
五
六
四
番
地
先
ま
で

豊
後
高
田
市
田
染
横
嶺
字
畑
一
五
二
五
番
三
か
ら

豊
後
高
田
市
田
染
横
嶺
字
畑
一
五
二
四
番
四
ま
で

豊
後
高
田
市
田
染
上
野
字
平
畑
五
八
六
番
三
か
ら

豊
後
高
田
市
田
染
上
野
字
宮
ノ
原
一
二
八
三
番
二
ま
で

県
道
山
香
院
内
線

宇
佐
市
安
心
院
町
笹
ケ
平
字
鉾
手
六
一
一
番
二
か
ら

宇
佐
市
安
心
院
町
笹
ケ
平
字
垣
内
二
一
九
番
三
ま
で

県
道
色
宮
港
木
立
線

佐
伯
市
大
字
木
立
字
新
銅
五
九
二
六
番
一
地
先
か
ら

佐
伯
市
大
字
木
立
字
築
良
田
六
一
八
一
番
一
地
先
ま
で

県
道
梶
寄
浦
佐
伯
線

佐
伯
市
鶴
見
大
字
吹
浦
字
東
一
八
六
二
番
二
か
ら

佐
伯
市
鶴
見
大
字
吹
浦
字
牛
河
原
一
五
一
〇
番
八
ま
で

県
道
小
河
内
香
々
地
線

豊
後
高
田
市
夷
字
狩
場
谷
四
八
一
〇
番
地
先
か
ら

豊
後
高
田
市
夷
字
狩
場
谷
四
七
九
八
番
三
地
先
ま
で

豊
後
高
田
市
夷
字
狩
場
谷
四
七
九
八
番
三
地
先
か
ら

豊
後
高
田
市
夷
字
小
藤
一
七
一
九
番
一
ま
で

豊
後
高
田
市
夷
字
三
助
一
二
六
八
番
四
か
ら

豊
後
高
田
市
夷
字
行
知
払
一
二
三
七
番
五
ま
で

二　

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

　

 　

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更

新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）

　

 　

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三 　

占
用
を
制
限
す
る
理
由

　

 　

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を

防
止
す
る
た
め

四　

占
用
の
制
限
を
開
始
す
る
期
日

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
四
十
八
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の



令
和
二
年
三
月
十
日

大
分
県
報
（
公
告
）

百
九
十
番
一

二　

開
発
区
域
の
面
積

　
　

一
万
二
百
五
十
五
・
六
一
平
方
メ
ー
ト
ル

三　

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称
・
氏
名

　
　

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
沼
緑
町
五
丁
目
一
番
四
十
三
号

　
　
　

有
限
会
社
美
健
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

取
締
役　

松　

本　

武　

臣

四　

完
了
検
査
年
月
日

　
　

令
和
二
年
二
月
十
四
日

九


